






要約 

1.妊娠初期の性器ヘルペス症合併妊婦例 7例から生まれた児に奇形はなかった。この中に

は,5 例の初感染例が含まれている。 

2,性器ヘルペス症を合併した妊婦は,HSV の分離により診断を確定すると共に,血清抗体を

測定し,その病型を決定する。そして,初感染の場合,最後にウイルスが分離されてから一ケ

月以内の分娩は,帝切が安全であろう。 

しかし,誘発型・再発型の場合は,最後にウイルスが分離されてから 2週以上経ていれば経

膣分娩が可能と考えられる。 


